
事業費（起債）の検討

1

基金（貯金）
令和７年度末時点 33億円 着工（令和９年度）までに毎年３億ずつ積み立てたとすると約40億円

総事業費の内訳
◎総事業費 125億円（基本計画書（素案））
○支出済額 3億円（令和５年度まで）
○建設工事費 93.5億円（建物＋太陽光＋外構）（令和９年度から令和11年度まで）
〇支出予定額 28.5億円※
※令和6年度から令和11年度までにかかる解体費・備品購入費・設計監理費・用地取得費等は各年度の一般財源で賄う）

起債（借金）
53.5億円を30年間かけて返済した場合の返済額は、年2.9億円（年利３％・措置期間３年）
返済額 約83億円（2.9億円×27年＋4.7億円）
利子額 約29.5億円

補助金・交付金※金額未定

一般財源
上記の財源の不足分について、工事年度における一般財源で賄う

建設工事費 93.5億円

資料３
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【参考：別指標】
実質公債費比率（収入額（財政規模）に対する借金の返済額の比率）は、
軽井沢町 1.5％（R4）
県内市町村平均 6.3％
国の起債許可不要の上限 18％⇦この数値を超えると不健全財政の状態

起債をすると町の財政にどのような影響があるか

起債額 償還年数 返済額（年）
一般会計におけ
る公債費の割合

53.5億円 30年 2.9億円 1.69％

令和６年度一般会計・・・172億円（うち公債費 2.03億円、1.18%）

財政調整基金・・・５３億円（Ｒ3末）、５７億円（Ｒ4末）、６４億円（Ｒ5末）
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年ごとの基金と起債返済のグラフ 30年返済

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R38

返済 1.47 1.6 1.6 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9

基金 3 3 3 3 3 0 6.7 2.4 6 3 3 3
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３．適正な事業費の検討

基金（貯金）
令和６年３月末時点 30億円
着工（令和８年度末）までに毎年３億ずつ積
み立てたとすると約40億円

財源の確保について仮に90億円規模（建物本体 71億円 ＋その他費用 20億円 ）の
事業費と仮定した場合）

起債（借金）
50億円を最長30年間かけて返済した場合の
返済額は年1.67億円（元金のみ）

補助金・交付金
※金額未定（直接的に庁舎の補助はないが、二酸
化炭素の排出抑制などの間接的な補助金につい
て、引き続き検討）

一般財源
上記の財源の不足分について、工事年度にお
ける一般会計の予算を充てる

広報３月号抜粋
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参考：令和６年３月 第５回委員会資料



【参考：別指標】
実質公債費比率（収入額（財政規模）に対する借金の返済額の比率）は、
軽井沢町 1.5％（R4）
県内市町村平均 6.3％
国の起債許可不要の上限 18％⇦この数値を超えると不健全財政の状態

起債をすると町の財政にどのような影響があるか

起債額 償還年数 返済額（年）
一般会計におけ
る公債費の割合

50億円 30年 1.67億円 0.97％

令和６年度一般会計・・・172億円（うち公債費 2.03億円、1.18%）

財政調整基金・・・５３億円（Ｒ3末）、５７億円（Ｒ4末）、６４億円（Ｒ5末）
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年ごとの基金と起債返済のグラフ

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R38

返済 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 1.67 0 1.67

基金 3 3 3 3 3 0 6.7 2.4 6 3 3 3
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